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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　19日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・定期薬のセット時、間違えないように半券を確認しながらセットしましょう。定期薬の変更があった患者様は、セットするスタッフがリーダーに報告して下さい。終了後はリーダーが必ず確認していきましょう。
・タイムカードの未打刻のスタッフが非常に多いです。打刻忘れがないようにしましょう。
・ＣＤユニットの患者様のオムツ交換時、ズボンを膝下のところで下げたままにしているスタッフがまだいます。ズボンで可動性が低下し、拘縮や褥瘡などの原因になります。業務のやりやすさではなく、患者様に与えるダメージを考えながら業務を行いましょう。
・クリスマス会の行事にケーキ等が出るためお金が引き落としされることを御家族様に連絡しましょう。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　英司様～昨日午後より体温37.0℃台の発熱あり、抗菌剤　３Ｔ　3×で３日分昨夕より臨時処方となっています。体温38.5℃以上で解熱剤（坐薬）使用との予測指示あります。咳嗽、喘鳴、呼吸苦の有無の観察、バイタルサイン測定を行なっていきましょう。歩行時ふらつき見られる時は付き添いしましょう。
・住吉　鉄男様～御家族様が2泊3日で正月外泊希望されています。お盆外泊時はトラブルもなく帰院されています。今回の外泊状況をみて問題がない場合は精神症状も落ち着いてきているので、今後のことについて御家族様と面談を検討していきましょう。
＜皮膚科診察報告＞
・板垣　富蔵様～上半身の発疹が先週よりも悪化しています。軟膏を鎮痒消炎剤に変更しています。また、上肢・下肢にも湿疹みられ抗生物質・副腎皮質ホルモン剤の軟膏塗布の指示あります。掻痒感の有無・皮膚状態の観察・皮膚清潔保持を施行しましょう。
・山下　さき様～上半身に発疹見られ、掻痒感の訴えきかれています。鎮痒消炎剤の軟膏塗布の指示あります。
　　　　　　　　皮膚状態の観察・皮膚清潔保持をおこなっていきましょう。
・上田　正男様～皮膚状態改善見られていないことから、鎮痒消炎剤から抗生物質・副腎皮質ホルモン剤の軟膏へ変更となっています。皮膚状態の観察・掻痒感の有無を観察しましょう。明日、北病棟診察の前に南病棟で上田様のみ診察しますので、南病棟のスタッフが野沢Drのお迎えにいき、終了後北病棟へ案内して下さい。
＜クリスマス会当日の業務分担＞
・ABユニット：10：00～11：30　メモリアルホール

誘導：清川・高橋・諏訪

※清川は11：00からBユニットの留守番

　　　　　　　14：00～16：00　体育館

誘導：清川・高橋・諏訪

※沢上はAユニット留守番

福田はBユニット留守番
・CDユニット：9：30～11：00　棟内にてクリスマスプログラム
　　　　　　　　及川・岩藤・田村
・（佐々木）

　　　　　　　14：00～16：00　クリスマスパーティ　
　　　　　　　　及川・岩藤・横町・本川・（佐々木）



※佐々木はスタッフ演芸出演する
※当日スタッフは動きやすい服装（ABユニット：ジャージとジーパン以外、CDユニット：制服で）
をしましょう。
＜褥瘡状態報告＞
· 三浦　一男様、

見付　喜久様～適宜体位変換し、経管栄養中以外は臀部に摩擦・ずれが起きるため15度以上ギャッチアップしない様にしましょう。

中村　治彦様～車椅子に座っている際、臀部の疼痛訴えられる事あります。褥瘡予防の為にも

　　　　　　　プッシュアップ施行していきましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・野月平チエ様～クリスマス会の練習を行っていますが、本番は出られないと話しています。さかさまつげがあるため、見えなくなるとの理由を話しており、こちらからの話を聞き入れません。現在は練習には参加できていますが、「本番は出れませんから」とまだ話している状態です。状態の観察、会に参加できるように介入していきます。

・松田　信夫様～作業スタッフに対して易怒的となり、プログラムで使用する物品を持ち去ろうとし、止めに入ったスタッフへも粗暴行為みられます。作業スタッフに対する妄想が強くなっているため、トラブルに注意して観察・介入していきます。

・峰田　満男様～体操終了後、深呼吸を行うと「何回も同じことやるな」と不穏となることありますが、以降は怒ることありません。立ち歩き多く落ち着かない様子みられます。気分の高揚や言動に注意して観察していきます。

・坪　邦俊様、山下　さき様、板垣　富蔵様～個別で下肢の運動行っています。声掛けに拒否なく説明に理解して行えています。引き続き行っていきます。

・上村　木一様～活気なくプログラムへの声掛けも時間を掛けて行っています。また何を聞いても「分からない」「できない」と活動への参加に消極的です。下肢の運動も再三の声掛けで実施しています。活動性が低下していると思われますので、日中の臥床を少なくし残存機能の維持を図っていきましょう。

・長根　矢一様～個別で下肢運動行っています。指示理解困難なため、スタッフとの歩行（できるだけ下方に視線をむけるよう介入）とボールを蹴る運動を行っています。歩行は声掛けで一緒に歩行できますが、視線を下に向けることは殆どなく、ボールを蹴る運動はあまり理解できない様子です。しばらく実施していき対応を考えていきます。

・向谷地吉幸様～日中臥床傾向見られています。声掛けにも身体不調を多弁に訴えています。継続して声掛けしていき、短時間でもプログラムへ参加できるように促していきましょう。







